














はじめに；58 年度調査の諸結果より､下記の項目が課題として抽出された｡①保健衛生関係

機関と医療機関の連携の強化｡②ハイ･リスク妊産婦の保健指導,管理の徹底｡③ハイ･リス

ク妊産婦とその新生児の一体化された救急医療体制の確立｡④駐在保健婦制をはじめ保健

システムの地域密着性を高めるとともに一方では効率化を計る｡⑤住民組織活動の推進｡本

年度は､これらの課題に対して諸々の努力が支払われた結果､表 1図 1に示されるように和

歌山県の乳児死亡率･新生児死亡率の著しい低下,改善をみるにいたった｡なかでも和歌山

市における乳児死亡率･新生児死亡率の低下は、和歌山市を除く県におけるそれらの低下に

較べより顕著である。因みに､昭和 58年の和歌山県の出生じ総数は､12,942 であるが､和歌

山市のそれは 4,787であり､37%を占めている｡このような事情を勘案するとき､和歌山市に

おける乳児死亡数･新生児死亡数の減少は､県全体の改善率におよぼす寄与率が大きいこと

は明らかである｡ 

そこで､まずⅠ58 年度の疫学調査および地域母子保健システム分析などの結果にもとづい

て､改善目標を設定し実践された諸施設について調査しさらに保健･医療システムの効率

化･有効化を計ることを試みた｡次いでⅡ乳児死亡率･新生児死亡率の改善という成果をさ

らに定着化するための手掛かりをえる目的から〝和歌山県における妊産婦･新生児保健指

導に関する研究〟として日常保健活動を実践し地域住民と直接接触している県ならびに市

町村保婦を対象として質問調査（郵送法）行った｡ 


